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 2016

参
加
市
町
の
首
長
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論

■
峠
サ
ミ
ッ
ト
を
経
て
の
環
境
変
化
と

　
　
　
本
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
あ
た
っ
て

❖
湯
沢
市

齊
藤
市
長
「
昔
は
国
と
国
の
境
目
が
峠

だ
っ
た
。
だ
が
今
は
境
目
な
く
道
路
で
つ
な

が
っ
て
い
る
。
峠
サ
ミ
ッ
ト
を
通
し
て
関
係

市
町
の
連
携
は
強
く
な
っ
た
と
感
じ
る
」

❖
真
室
川
町

井
上
町
長
「
峠
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
10
年

以
上
前
か
ら
高
規
格
道
路
の
整
備
が
進
ん

で
き
た
。
こ
の
流
れ
を
止
め
て
は
い
け
な

い
。
本
サ
ミ
ッ
ト
で
も
継
続
し
て
国
へ
要

望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

❖
由
利
本
荘
市

小
野
副
市
長
「
市
内
の
道
の
駅
を
利
用
す

る
方
に
ど
こ
か
ら
ど
う
い
っ
た
ル
ー
ト
で

来
た
の
か
を
聞
取
り
調
査
し
た
。
す
る
と

本
当
に
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
多
様
な
ル
ー

ト
で
来
て
い
た
。
そ
れ
は
峠
サ
ミ
ッ
ト
を

契
機
に
、
あ
ら
ゆ
る
道
路
整
備
が
進
ん
だ

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。」

　東北には全て繋がっている高速
道路が東北自動車道しかなかった。
しかし、数年のうちに計４本でき
ることになる。金山も東北中央自
動車道で繋がる。これは大きな変
化だ。
　もともと東北は食糧面や観光資
源の面でポテンシャルが高い。面
積が広く中央から遠いという点が
デメリットになっていた。それが
南北の縦軸、さらには東西の横軸
と道路網が整備されることによっ
てデメリットどころかプラス要素
に変わるのではないか。
　観光客の増加や地場産業の発展
等、今後の東北に大いに期待したい。

❖
大
崎
市

小
田
原
副
市
長
「
国
道
１
０
８
号
花
渕
山

バ
イ
パ
ス
が
昨
年
11
月
に
開
通
し
た
。
本

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
宮
城
県
唯
一
の
参
加
で

あ
り
、
そ
の
役
割
は
大
き
い
も
の
と
感
じ

て
い
る
」

❖
新
庄
市

伊
藤
副
市
長
「
当
市
は
本
サ
ミ
ッ
ト
か
ら

の
参
加
。
数
年
の
間
に
市
内
工
業
団
地
へ

の
企
業
進
出
が
増
え
た
。
高
速
道
路
が
縦

横
軸
で
繋
が
っ
て
き
た
効
果
と
考
え
る
」

❖
最
上
町

笠
原
副
町
長
「
国
道
47
号
が
震
災
時
に
活

躍
し
た
。
横
軸
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

た
と
感
じ
て
い
る
。
県
境
部
分
を
中
心
に

更
な
る
整
備
を
訴
え
て
い
き
た
い
」

❖
金
山
町

鈴
木
町
長
「
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
て
い
く
に
も
道
路
が
必
要
だ
し
、
道

路
を
作
る
た
め
に
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
必

要
だ
。
道
路
整
備
と
共
に
地
域
の
魅
力
づ

く
り
も
重
要
。
住
民
の
力
を
借
り
、
整
備

促
進
に
取
り
組
む
」
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国土交通省東北地方整備局
局長　川瀧　弘之　氏

講
演

　「
変
わ
り
ま
す
。
東
北
」

　峠でつながる峠サミットが平成25年度をもって18年間というその長い歴史に幕を閉じ
ました。本町を含む近隣６市町が連携し、道路整備の促進をはじめ、人的・物的交流の促
進を目指して手を携えたことが「峠サミット」のはじまりです。この期間には、「主寝坂道路」
が開通するなど、東北中央自動車道の一部が供用を開始し、この地域を結ぶ峠道は高速交
通網に組み込まれるまでになりました。
　その後、東日本大震災をはじめとする近年の大災害の多発を背景に、縦軸横軸の道路網
ネットワークが災害時に重要であることが再認識され、これまで整備されてきた道路の恩
恵はもちろん未整備区間の全線供用の必要性に深く気付かされました。また、道路の整備
がいろいろな地域との「人・もの・こころ」の交流を生み、地域を豊かにすることも忘れ
てはなりません。
　今後も継続して、道路網を活用し３県にまたがる市町が連携することが、さらなる道路
整備を促進させると考え、「由利本荘市」、「湯沢市」、「真室川町」、「金山町」、「新庄市」、「最
上町」、「大崎市」の７市町で、日本海から太平洋までをつなぐことができる十字連携によ
る取組みをスタートさせる運びとなりました。
　平成28年７月３日、東北のどまんなかで、活力ある地域の創造に向けて新たな一歩を
踏み出しました。
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鵤工舎に残される　　　
西岡棟梁直筆の訓示（写）

　高校の修学旅行で京都の法隆寺を見て、この道に進
もうと決めた。1300年前に建てられたものが今も立
派に残っている。これはデータ云々ではなく、作ろう
と思う信念で建っているのだと感銘を受けた。
　卒業後に法隆寺宮大工の西岡棟梁の門を叩くが断ら
れた。長野県などで修行を重ね22歳で晴れて西岡棟
梁の内弟子になった。修行は厳しかったが、親方の内
に入り込む楽しさが勝っていた。
　今では独立し、弟子をとる立場だ。弟子に自分が積
み上げてきた知識を伝えることはできるが、どうした
らうまくいくという知恵を伝えることは難しい。大工
は真面目でひたむきな生き方をしていないと、人の心
を打つようなものは作れない。時間をかけて執念のも
のづくりのできる職人を育てる必要がある。西岡棟梁
の訓示にあるように、若者には常に親方を追い越すの
だという気概を持って、修行に取り組んでほしい。

現代の名工
鵤工舎　創設者
小川　三夫　棟梁

講
演
　「
木
の
い
の
ち 

木
の
こ
こ
ろ
」

上：開会式冒頭で披露された
　　稲沢番楽

左：新庄最上建設総合組合金
　　山支部によるどんづき

下：会場外広場で併催された
　　青空市

初
の
開
催
「
ミ
ニ
削
ろ
う
会
」

　
「
金
山
杉
材
の
質
感
も
楽
し
み
な
が
ら
、

伝
統
技
術
の
継
承
を
胸
に
、
誇
り
を
持
っ

て
競
技
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」

　
東
北
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
同

日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、「
金

山
住
宅
推
進
ミ
ニ
削
ろ
う
会
」
が
開
催
さ

れ
、
大
会
実
行
委
員
長
で
あ
る
渡
部
俊
治

さ
ん
（
七
日
町
）
は
開
会
式
で
力
強
く
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
「
削
ろ
う
会
」
と
は
、
極
限
ま
で
薄
い

鉋
く
ず
を
出
す
こ
と
を
中
心
に
、
手
道
具

や
伝
統
技
術
の
可
能
性
を
追
求
す
る
会
で

す
。
今
回
の
「
ミ
ニ
削
ろ
う
会
」
は
、
金

山
住
宅
建
築
を
牽
引
す
る
大
工
職
人
の

「
技
術
向
上
と
伝
承
」、「
新
た
な
賑
わ
い
・

元
気
の
創
出
」、「
街
並
み
景
観
づ
く
り
１

０
０
年
運
動
」
の
強
化
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
宮
大

工
職
人
で
あ
る
小
川
三
夫
氏
の
ご
厚
意
も

あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
約
１
０
０
名
が
参

加
。
大
工
職
人
を
は
じ
め
、
林
業
関
係
者

や
鍛
冶
職
人
な
ど
が
、
競
い
合
い
楽
し
み

な
が
ら
技
術
と
情
報
を
交
換
。
交
流
が
深

ま
り
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
新
庄
最
上
建
設
総
合
組
合
金

山
支
部
が
準
備
し
た
削
り
台
、削
り
材
は
、

と
も
に
金
山
産
の
杉
製
。
木
材
の
薄
削
り

大
会
で
は
檜
材
を
使
用
す
る
の
が
一
般
的

で
、
比
較
的
柔
ら
か
い
材
質
の
杉
は
薄
削

り
に
は
不
向
き
で
す
。Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、

あ
え
て
薄
削
り
に
向
か
な
い
金
山
杉
を
使

用
す
る
あ
た
り
、
金
山
の
職
人
の
「
粋
」

を
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
厳
し
い
条
件
の
中
で
、
０
・
０

１
１μ
ｍ
を
記
録
し
た
茂
木
雄
一
さ
ん

（
真
室
川
町
）が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

工
務
店
を
営

ん
で
い
る
茂

木
さ
ん
は

「
初
め
て

の
出
場
だ
っ

た
が
、
日
頃

培
っ
た
技
術
を
発
揮
で
き
て
よ
か
っ
た
。

現
在
、
新
庄
最
上
建
設
総
合
組
合
青
年
部

長
を
し
て
お
り
、
多
く
の
先
輩
方
の
前
で

の
優
勝
は
、
素
直
に
嬉
し
い
」
と
安
堵
の

表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
鉋
く
ず
は
本
来
、
副
産
物
で
あ
り
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
中

に
は
そ
れ
を
「
削
り
華
」
と
呼
ぶ
人
が
い

る
ほ
ど
夢
や
ロ
マ
ン
が
あ
り
、
な
に
よ
り

職
人
た
ち
の
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
会
中
、
会
場
に
は
多
く
の
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
開
催
は
、
次
世
代
の
「
削
リ

ス
ト
」
を
誕
生
さ
せ
る
よ
い
き
っ
か
け
と

な
っ
た
で
し
ょ
う
。

実演する実行委員長の
渡部俊治さん優勝した茂木雄一さん

か
ん
なか

ん
な マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル


